幕末における公家の雅楽伝承に関する一考察 : 今出川実順を例に by 太田 暁子 & Akiko Ota













































































































　521［蘓合香濫觴等］の奥にある文久 2年（1862）、実順は 31歳で、彼の享年が 34である










壱越調 平調 雙調 黄鐘調 盤渉調 太食調
賀殿 三台塩 胡飲酒 越殿楽 千穐楽 傾盃楽
鳥急 皇麞 酒胡子 拾翠楽 越殿楽 太平楽
胡飲酒 五常楽 武徳楽 千秋楽 青海波 仙遊霞
酒清司 勇勝 羅陵王 西王楽 蘇莫者 長慶子
武徳楽 陪臚 賀殿 海清楽 蘇合急 抜頭
陵王 扶南 鳥破 喜春楽 白柱 王昭君
新羅陵王 郎君子 鳥急 桃李花 輪台 朝小子




































　「稽古」には様々な意味が考えられるが、安政 3年 4～ 5月の「稽古」「比巴稽古」というの
は、その頻度から考えて文均が実順から個人的に琵琶を習ったと考えて良いだろう。翌年の安









　合奏は文久元年に 4回、そして 1.で述べた 521［蘓合香濫觴等］が記された文久 2年には 11回、
翌 3年には 8回行われた記述があり、合奏の頻度は依然まちまちであるが、文久 3年に少し変





















された。「普面筆料」として 7月 14日に先ず前払いで 200疋与えられ、9月 19日に琵琶譜を
納品したところ、更に実順から 100疋が与えられている。2回目は文久 4年（1864）のことで、
2月 12日に文均は菊亭家に稽古始に参殿するが、15日に再び菊亭殿に招かれて譜面の筆写を







































巻 年 西暦 月 日 今出川家関係の記述























































































































































































21 文久 4 1864 2 12 菊亭殿御稽古始参殿　平調　五曲
予　季賢　真節　近陳　廣守　景順　出席［後略］
15 ［前略］菊亭殿御招ニ付参殿中納言殿御面会譜面之事
17 朝菊亭殿御稽古参殿　太食五曲　合奏
予　好学　近陳　廣守　季節　景順　出席［後略］
元治元 22 ［前略］
菊亭殿御稽古参殿　双調　五曲　予　真節　近陳
忠廣　季貞　出席［後略］
27 菊亭殿御稽古参殿　黄鐘調　五曲
予　季賢　好学　近陳　廣守　景順　出席
28 ［前略］
午後　菊亭殿楽始参殿
［曲目・奏者中略］
琵琶　郢曲按察使前大納言有長卿　中納言実順卿
　　　三位中将公望卿
［後略］
3 2 朝菊亭殿
御稽古
盤渉　五曲
予　真節
季賢　廣守
高節等
参殿
17 菊亭殿御稽古参殿　太食調五曲　予　季賢
近陳　廣守　好学　景順　出席　中飯頂戴
［後略］
27 菊亭殿御稽古参殿　黄鐘　五曲　予　季賢
好学　近陳　廣守　景順　中飯頂戴
4 19 ［前略］
菊亭殿より過日譜面写料弐百疋被下旨事
－99－
5 7 菊亭殿御稽古　平調　五曲　予　季賢　好学
近陳　廣守　景順　出勤　中飯頂
［後略］
12 菊亭殿御合奏参殿　太食調五曲
季賢　真節　近陳　廣守　景順　予　御中飯頂戴
27 菊亭殿御稽古　雙調五曲　予　季賢
近陳　廣守　景順出席［後略］
6 7 菊亭殿御稽古参殿　平調　五曲
予　季賢　好学　近陳　廣守　景順出席
［後略］
12 菊亭殿御稽古参殿　黄鐘　五曲
西園寺公望卿御出　予　季賢　真節　近陳　廣守　景順
［後略］
14 菊亭殿へ出席
妙音天御奉納
［曲目略］
比中納言実順卿　比郢中納言実麗卿　比三位中将公望卿
［後略］
17 菊亭殿へ参殿　黄鐘五曲　合奏
比実順卿　箏公賀朝臣　笛公夲　予　季賢　好学　近陳
廣守　景順　等也　［後略］
22 菊亭殿へ参殿　盤渉五曲　比実順卿　箏公賀朝臣　笛公本
予　真節　近陳　廣守　景順　季賢　等也
［後略］
7 11 （裏辻殿　金二百疋　菊亭殿　鳥目一〆七百文）
14 （［前略］
昨日　菊亭殿へ刺鯖　弐刺　御祝儀献上　山本取次也
［後略］）
17 菊亭殿より過日御頼箏譜面写出来付文言ヲ以差出
山本左馬門桂尉取次御落手之事［後略］
9 5 ［前略］　菊亭中納言実順卿御養生不被為叶薨去
之趣長野織部より通知手紙出来
6 ［前略］
菊亭殿へ御悔参殿　山本面会　御疫生之由　旦御相続
鷹司前関白輔熈公御二男也
［後略］
7 夕方菊亭殿より前黄門実順卿遠寿量院下
贈院号旦来十八日酉刻本圀寺へ御葬送之趣長野より書状
出来　［後略］
12 8 菊亭殿去四日従五位下被蒙　宣下候旨長野より以手紙御吹聴
之事
　本稿の資料は科研費（24520176）により収集され、翻刻及び表作成は主に連携研究者（石田
桜子氏）によるものである。［　］内は表作成者による注。
